
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

総
則
の
改
正

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
障
害
者
の
雇
用
義
務
等
に
基
づ
く
雇
用
の
促
進
等
の
た
め
の
措
置
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
者
と

障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
並
び
に
障
害
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
措
置
そ
の
他
障
害
者
が
そ
の
能
力
に
適
合
す
る
職
業

に
就
く
こ
と
等
を
通
じ
て
そ
の
職
業
生
活
に
お
い
て
自
立
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
総
合
的
に
講
じ
、
も
っ

て
障
害
者
の
職
業
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
関
係
）

二

用
語
の
意
義

「
障
害
者
」
と
は
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
、
職
業
生
活
に
相
当
の
制
限
を
受
け
、
又
は
職
業
生
活
を
営
む
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
者
を

い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
関
係
）

第
二

障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
等



一

障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

事
業
主
は
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
障
害
者
に
対
し
て
、
障
害
者
で
な
い
者
と
均
等
な
機
会
を
与
え

(一)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
四
条
関
係
）

事
業
主
は
、
賃
金
の
決
定
、
教
育
訓
練
の
実
施
、
福
利
厚
生
施
設
の
利
用
そ
の
他
の
待
遇
に
つ
い
て
、
労
働
者
が
障

(二)
害
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
障
害
者
で
な
い
者
と
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。
（
第
三
十
五
条
関
係
）

二

障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
指
針
の
策
定

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
指
針
を
定
め
る
も
の

(一)
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
第
一
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
指
針
の
策
定
及
び
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴

(二)

(一)

く
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
第
二
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
指
針
を
策
定
及
び
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る

(三)

(一)

こ
と
。
（
第
三
十
六
条
第
二
項
関
係
）



三

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
機
会
の
確
保
等
を
図
る
た
め
の
措
置

事
業
主
は
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
、
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
機
会
の
確
保
の
支
障

(一)
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
た
め
、
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
当
た
り
障
害
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り
当
該
障
害

者
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
事
業
主
に
対

し
て
過
重
な
負
担
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
二
関
係
）

事
業
主
は
、
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
障
害
者
で
な
い
労
働
者
と
の
均
等
な
待
遇
の
確
保
又
は
障
害
者
で

(二)
あ
る
労
働
者
の
有
す
る
能
力
の
有
効
な
発
揮
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
事
情
を
改
善
す
る
た
め
、
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者

で
あ
る
労
働
者
の
障
害
の
特
性
に
配
慮
し
た
職
務
の
円
滑
な
遂
行
に
必
要
な
施
設
の
整
備
、
援
助
を
行
う
者
の
配
置
そ

の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
事
業
主
に
対
し
て
過
重
な
負
担
を
及

ぼ
す
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
三
関
係
）

事
業
主
は
、

及
び

の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(三)

(一)

(二)

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
四
第
一
項
関
係
）

事
業
主
は
、

の
措
置
に
関
し
、
そ
の
雇
用
す
る
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る

（四）

(二)



た
め
に
必
要
な
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（

第
三
十
六
条
の
四
第
二
項
関
係
）

四

雇
用
の
分
野
に
お
け
る
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
と
の
均
等
な
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
指
針
の
策
定

厚
生
労
働
大
臣
は
、
三
の
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要

(一)
な
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
五
第
一
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
指
針
の
策
定
及
び
変
更
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
労
働
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴

(二)

(一)

く
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
五
第
二
項
関
係
）

厚
生
労
働
大
臣
は
、

の
指
針
を
策
定
及
び
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る

(三)

(一)

こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
五
第
二
項
関
係
）

五

助
言
、
指
導
及
び
勧
告

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
及
び
三
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
主
に
対
し
て
、
助
言
、

指
導
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
の
六
関
係
）

第
三

紛
争
の
解
決



一

苦
情
の
自
主
的
解
決

事
業
主
は
、
第
二
の
一

及
び
第
二
の
三

の
事
項
に
関
し
、
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
か
ら
苦
情
の
申
出
を
受
け
た
と

(二)

(二)

き
は
、
苦
情
処
理
機
関
（
事
業
主
を
代
表
す
る
者
及
び
当
該
事
業
所
の
労
働
者
を
代
表
す
る
者
を
構
成
員
と
す
る
当
該
事

業
所
の
労
働
者
の
苦
情
を
処
理
す
る
た
め
の
機
関
を
い
う
。
）
に
対
し
当
該
苦
情
の
処
理
を
委
ね
る
等
そ
の
自
主
的
な
解

決
を
図
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
四
条
の
四
関
係
）

二

紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
特
例

第
二
の
一
並
び
に
第
二
の
三

及
び

の
事
項
に
つ
い
て
の
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
紛
争
に
つ
い

(一)

(二)

て
は
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
十
二
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の
規

定
は
適
用
せ
ず
、
三
及
び
四
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
四
条
の
五
関
係
）

三

紛
争
の
解
決
の
援
助

都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
二
の
紛
争
に
関
し
、
当
該
紛
争
の
当
事
者
の
双
方
又
は
一
方
か
ら
そ
の
解
決
に
つ
き
援
助

(一)
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
紛
争
の
当
事
者
に
対
し
、
必
要
な
助
言
、
指
導
又
は
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
四
条
の
六
第
一
項
関
係
）



事
業
主
は
、
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
が

の
援
助
を
求
め
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ

(二)

(一)

の
他
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
四
条
の
六
第
二
項
関
係
）

四

調
停都

道
府
県
労
働
局
長
は
、
二
の
紛
争
（
労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
つ
い
て
の
紛
争
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
当
該

(一)
紛
争
の
当
事
者
の
双
方
又
は
一
方
か
ら
調
停
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
紛
争
の
解
決
の
た
め
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
紛
争
調
整
委
員
会
に
調

停
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
四
条
の
七
第
一
項
関
係
）

三

の
規
定
は
、
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
が

の
申
請
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

(二)

(二)

(一)

七
十
四
条
の
七
第
二
項
関
係
）

の
調
停
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

(三)

(一)
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
し
、
必
要
な
読
替
え
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
十
四
条
の
八
関
係
）

第
四

精
神
障
害
者
を
含
む
障
害
者
雇
用
率
の
設
定

一

対
象
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
第



四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
）
で
あ
る
労
働

者
の
総
数
を
算
定
の
基
礎
と
し
た
障
害
者
雇
用
率
を
設
定
し
、
事
業
主
は
そ
の
雇
用
す
る
対
象
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の

数
が
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
数
に
障
害
者
雇
用
率
を
乗
じ
て
得
た
数
以
上
で
あ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

二

障
害
者
雇
用
率
及
び
基
準
雇
用
率
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

間
、
労
働
者
の
総
数
に
対
す
る
対
象
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
の
総
数
の
割
合
に
基
づ
き
、
対
象
障
害
者
の
雇
用
の
状
況
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四
条
関
係
）

第
五

そ
の
他

一

公
務
員
の
特
例

第
二
の
一
、
二
及
び
五
並
び
に
第
三
は
、
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
に
、
第
二
の
三
及
び
四
は
、
一
般
職
の
国
家

公
務
員
（
特
定
独
立
行
政
法
人
に
勤
務
す
る
者
を
除
く
。
）
、
裁
判
所
職
員
、
国
会
職
員
及
び
自
衛
隊
員
に
関
し
て
は
、

適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
十
五
条
の
三
関
係
）

二

そ
の
他



そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
六

施
行
期
日
等

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
一
の
二
に
つ
い
て
は
公
布
日

、
第
一
の
一
、
第
二
及
び
第
三
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一

条
関
係
）

二

経
過
措
置
等

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
附
則
第
二
条
、
第
三
条
及
び
附
則
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
関
係
）


